
森と海の自然科のみなさん 

２０１６・６・吉日 

 

男里川河口干潟観察会のお知らせ 

 

月  日   ７月７日（木） 雨天中止  

 

集合場所   南海電車尾崎駅改札口 １１時 

 

 参  考  南海電車難波駅→尾崎駅  片道６９０円 

難波１０：２０ 特急サザン１３号和歌山市行き 尾崎１０：５７ 

難波９：５５ 区間急行和歌山市行き 尾崎１０：４１ 

 

持 ち 物   弁当 飲み物 水際の履物 図鑑 筆記用具 帽子 手袋など 

       各自暑さ対策願います。 

 

行  程   尾崎駅から徒歩にて男里川左岸河口干潟→テント設置→昼食→ 

観察採取活動１２時３０分→観察同定２時３０分→片づけ４時 

→尾崎駅解散予定 

 

 

お 願 い   熊手、バケツ、バットなどお持ち帰りいただいている方は当日 

必ず持参願います。 

  

 

＊ 男里川では近木川とはまた違った生き物に会えるかな。ハクセンシオマネキ

にもあえるかな？ 

良き観察会になりますように皆さんの協力よろしくお願い致します。 

                                 

以  上 

 

 

                             海グループ 担当 



森と海の自然科 記録 

男里川河口干潟観察会 

日 時  2016年７月 7日(木) 

集 合  南海本線尾崎駅 11時 

行 程  駅から男里川左岸河口干潟へ移動⇒テント設営⇒昼食⇒観察採取 12：00~  

⇒観察同定 14：00~⇒片付け終了 15：30⇒尾崎駅解散 

講 師  山田浩二先生、児嶋格先生(貝塚市自然遊学館) 

参加者  18名 浅野、石原、伊藤、金高、金戸、児玉、後藤、坂根、杉谷、中束、日景 

        前窪、前野、万井、杢三、山下、倭、甲斐 

天 候  晴れ 

大阪湾での河口干潟の観察はひと月前、近木川で

行われた。またどうして同じような所へ行くのか疑

問に思いながら現地へ向かった。真夏のような日差

しの強い天気だった。駅から 20 分くらい歩いて、

やっと男里川河口へ着いた。既に潮が引いて干潟が

できている。沖合には関際空港が見え飛行機が飛ん

でいる。 

到着するとテント設置、急いで弁当を済ませ 12

時から観察採取に取り掛かった。みんなそれぞれ熊

手とバケツを手に作業に取り掛かった。潮の引き道を「みおすじ」と言うそうだ。山田先生に教わった。

その砂地をほじくってみるとハクセンシオマネキがいた。ハクセンは漢字で「白い扇」と書くと、石原

さんが教えてくれた。なるほど見たままで覚えやすい。海の生き物にあまり興味がない私はカニと巻貝

くらいしか目に付かなく時間をもてあましていた。 

「こっちへ来て！シオマネキいっぱいやで！」川の向こうから呼ぶ声がする。浅瀬を渡って右岸側へ

行ってみた。すると、そこは干潟のカニの楽園だった。ハクセンシオマネキ、甲羅が平らなヒライソガ

ニ、アシハラガニ。目が飛び出ているオサガニ。小さいコメツキガニもいた。先日、徳島の吉野川で見

たのと同じカニだった。集合の合図までそこで見ていた。大阪府下にあんなにすばらしい自然の干潟が

あるとは知らなかった。男里川へ行く理由が分かった。 

採取した生き物は二人の先生に同定して頂いた。貝類は山田先生、カニ類他は児嶋先生、お二人とも

一つ一つ丁寧に時間をかけて説明してくださった。全部で 43種あった。 

最後におっしゃった山田先生の言葉が印象に残った。「名前を覚えることよりも自然（生き物）に触れ

ることが大切ですよ」今日のこのような活動こそ意味があるのだと思った。 

      

     （写真；坂根 記録；甲斐） 

 

 

 

ハクセンシオマネキ      シャミセンガイ（生きた化石） 



男里川生き物観察会　　　　　　　　　　　　　　　　２０１６・７・７２０１６　７　７　　　　　　

　　　１　　　ホソウミニナ 　　３０　　　シャミセンガイ（生きた化石）シャミセンガイ（生きた化石）
　　　２　　　ウミニナ 　　３２　　　ヒライソガニ
　　　３　　　イボウミニナ 　　３３　　　ケフサイソガニ
　　　４　　　フトヘナタリ 　　３４　　　アカテガニ
　　　５　　　イシマキガイ 　　３５　　　アシハラガニ
　　　６　　　イシダタミガイ 　　３６　　　モクズガニ
　　　７　　　イボニシ 　　３７　　　ハクセンシオマネキ
　　　８　　　アラレタマキビ 　　３８　　　オサガニ
　　　９　　　アラムシロガイ 　　３９　　　コメツキガニ
　　１０　　　オオネズミガイ 　　４０　　　ユビナガホンヤドカリ
　　１１　　　クチバガイ 　　４１　　　テナガツノヤドカリ
　　１２　　　アサリ 　　４２　　　クサフグ
　　１３　　　ソトオチガイソトオリガイ 　　４３　　　ヨツメクラゲ
　　１４　　　ユウシオガイ
　　１５　　　バカガイ（アオヤギ）
　　１６　　　マテガイ　
　　１７　　　ブドウガイ
　　１８　　　ヒメシラトリガイ
　　１９　　　ツメタガイの卵のう
　　２０　　　スジホシムシ
　　２１　　　スジホシムシノヤドリガイスジホシムシのヤドリガイ
　　２２　　　ヨメガカサガイ
　　２３　　　ヒザラガイ
　　２４　　　マガキ
　　２５　　　クイチガイサルボウガイ
　　２６　　　クモリアオガイ
　　２７　　　キクニハナガイキクノハナガイ
　　２８　　　ノミニナモドキ
　　２９　　　ヒモイカリナマコ



    

ホソウミニナ ウミニナ イボウミニナ フトヘナタリ 

    

イシマキガイ イシダタミガイ イボニシ アラレタマキビ 

    

アラムシロガイ オオネズミガイ クチバガイ アサリ 

    

ソトオチガイ ユウシオガイ バカガイ（アオヤギ） マテガイ 

    

ブドウガイ ヒメシラトリガイ ツメタガイの卵のう スジホシムシ 

    

スジホシムシのヤドリガイ ヨメガカサガイ ヒザラガイ マガキ 

    

クイチガイサルボウガイ クモリアオガイ キクニハナガイ ノミニナモドキ 



    

ヒモイカリナマコ シャミセンガイ ヒライソガニ ケフサイソガニ 

    

アカテガニ アシハラガニ モクズガニ ハクセンシオマネキ 

    

オサガニ コメツキガニ ユビナガホンヤドカリ テナガツノヤドカリ 

 

   

ヨツメクラゲ    
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